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テレビショッピング�

㈱ジャパネットたかたは２００２年１２月決算期（２００２年）に、売上高６２４億２千万円（前年比
３９％増）、経常利益３１億６千７百万円（前年比３１％増）をあげたと発表した。この１０年間で
売上高を４３倍にし、経常利益を５１倍に伸ばすという急成長ぶりであった。 

ジャパネットたかたはテレビ(ＣＳ放送、ＣＡＴＶなどを含む)やラジオ、カタログやチラシ、さら
にインターネットなど多様なメディアによるパソコン・家電品などの通信販売会社であった。中
でも売上の約４０％を占めるテレビ通販を主力としていた。 

テレビ通販の市場規模は、２０００年度で１，９００億円とまだ小さいものの、通販市場全体(２
兆３，９００億円)の８％を占め、不振の消費関連市場で唯一二ケタ成長を続けていた。日経新
聞の主要１０社の調査1によれば、２００２年度売上高１０社合計は１，１４３億円。同２００３年度
予想売上高合計は１，３８０億円と２０％強の伸びを予想していた。百貨店やスーパーなどの店
頭販売は前年割れを続けており、２００２年度の通販市場もテレビ通販を除くと前年度比マイナ
スと見積もられた。 

テレビ通販の売上トップ企業は、住友商事系のジュピターショップチャンネル(東京都中央
区)であり、２００２年１２月期に売上高２７６億円(前年比３９％)をあげた。電化製品を主力とする
業界第２位のジャパネットたかたの２００２年度売上は２５０億円(テレビ通販のみ)だったが、前
年比５９％増とトップを追い上げた。第３位プライムの２００３年６月期は、２６％減の売上高１８６
億円となる見通しである。前年に大ヒットしたダイエット器具「アブトロニック」販売終了の反動が
響いた。�
テレビ通販番組は、今や先進国に限らず世界中で放映されるようになったが、本格的に成

長したのはＣＡＴＶ網などのインフラ整備が進んでからのことである。米国では各家庭に 100を
超える多種多様なテレビ番組を視聴できるようになって、市場は急拡大した。 

日本ではかつて米国から番組を輸入し、日本語の吹き替え版を放送していた。テレビ局と
専門商社のタイアップによって商品の受注・納品が行われ、当時は鍋やフライパンのセットとい
った料理器具、小物のアイデア商品（台所用品、掃除道具-etc）などが多く扱われた。やがて
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このケースは慶應義塾大学ビジネススクール山根 節の指導の下で、森丘貴宏(MBA２５期)が公

表資料をもとにクラス討議の資料として作成した。                    (２００３年５月) 
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